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黒
田
官
兵
衛
と
井
上
周
防
⑫

　
　
軍
師
官
兵
衛
の
最
後
の
輝
き

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会
　
羽
山
　
健
一

　

１
６
０
０（
慶
長
５
）年
９
月
13
日

の
石
垣
原
合
戦
の
勝
利
は
、
西
軍
側

に〝
黒
田
強
し
〟の
う
わ
さ
が
現
実
で

あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
た
。
西
軍
諸
城

は
、
城
主
率
い
る
主
力
部
隊
が
大
坂
に

出
陣
し
、
留
守
部
隊
で
あ
っ
た
。
黒
田

勢
に
野
戦
で
対
抗
す
る
兵
力
は
無
く
、

籠ろ
う
じ
ょ
う
城
で
し
の
ぐ
し
か
道
は
な
か
っ
た
。

籠
城
の
将
兵
は
、
黒
田
勢
の
侵
攻
に

戦
々
恐
々
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

九
月
中
旬
、
黒
田
如
水（
官
兵
衛
）

率
い
る
黒
田
勢
の
快
進
撃
が
始
ま
っ

た
。
正
に
破
竹
の
勢
い
で
あ
っ
た
。
17

日
に
９
千
余
の
兵
力
で
豊
後
国く
に
さ
き東

郡

に
侵
攻
し
、
熊
谷
直
盛
の
居
城
安あ

き岐

城（
大
分
県
国
東
市
）を
攻
め
た
。
直

盛
は
大
坂
に
出
陣
中
で
留
守
居
が

守
っ
て
い
た
が
、
19
日
に
降
伏
し
た
の

で
あ
る
。
同
日
、
毛
利
高
政
の
支
城

角つ
の
む
れ

牟
礼
城（
大
分
県
玖
珠
町
）が
降
伏

し
た
。
23
日
に
は
垣
見
一
直
の
居
城

富と
み
く来

城（
大
分
県
国
東
市
）を
攻
め
た
。

一
直
は
大
阪
出
陣
中
で
、
10
月
２
日
に

降
伏
開
城
し
た
の
で
あ
る
。

　

９
月
15
日
の
関
ヶ
原
合
戦
で
東
軍

が
勝
利
し
た
が
、
そ
の
情
報
は
同
月
下

旬
に
九
州
に
達
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

一
説
に
如
水
が
九
州
で
天
下
取
り
を
目

指
し
た
と
す
る
が
、
こ
の
時
点
で
潰つ
い
え

た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
如
水
の
西

軍
攻
め
は
続
く
の
で
あ
る
。

　

10
月
４
日
、
徳
川
家
康
の
要
請
で
、

太
田
一
吉
の
居
城
臼
杵
城（
大
分
県
臼

杵
市
）を
接
収
し
黒
田
の
城
番
を
入
れ

た
。
臼
杵
城
は
、
豊
後
岡
城
主
中
川

秀
成
が
西
軍
加
担
の
疑
い
を
晴
ら
す

た
め
、
関
ヶ
原
後
に
猛
攻
し
多
大
な
犠

牲
を
だ
し
て
開
城
さ
せ
た
城
で
あ
る
。

続
い
て
、
毛
利
吉
成
の
居
城
小
倉
城

（
北
九
州
市
）と
支
城
の
香
春
岳
城（
福

岡
県
香
春
町
）を
攻
め
た
。
小
倉
城
攻

め
は
、
家
康
の
要
請
で
あ
っ
た
。
小
倉

城
は
、
伏
見
城
攻
め
で
多
数
の
家
臣

が
討
死
し
、
混
乱
し
て
い
た
。
ま
た
、

香
春
岳
城
も
城
主
の
相
続
問
題
で
主

家
と
対
立
し
て
い
た
。こ
れ
に
乗
じ
て
、

19
日
に
は
両
城
を
開
城
さ
せ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
時
点
で
、
如
水
は
豊
前
・

豊
後
の
２
ヶ
国
を
平
定
し
た
こ
と
に
な

る
。
占
領
は
、
単
に
城
を
押
さ
え
た
だ

け
で
な
く
、
領
地
の
実
行
支
配
を
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
降
伏
し
た
将
兵
を
戦
力

に
加
え
、
筑
前
秋
月
を
経
て
筑
後
に

進
出
し
た
。
筑
後
で
は
熊
本
の
加
藤

清
正
、
佐
賀
の
鍋
島
直
茂
と
協
力
し

て
、
毛
利
秀ひ
で
か
ね包
の
久
留
米
城（
久
留
米

市
）、
立
花
宗
茂
の
柳
川
城（
柳
川
市
）

を
開
城
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
次
は
薩
摩

の
島
津
氏
攻
略
で
あ
る
。
11
月
12
日
、

３
者
の
軍
勢
が
水
俣（
熊
本
県
水
俣

市
）ま
で
進
出
し
た
と
き
、
徳

川
家
康
の
停
戦
命
令
が
発
せ

ら
れ
た
。
如
水
は
こ
れ
に
従

い
、
豊
前
中
津
に
軍
を
帰
し

た
の
で
あ
る
。

　

如
水
の
２
ヶ
月
に
及
ぶ
合

戦
は
、「
軍
師
官
兵
衛
」の
最
後

の
輝
き
で
あ
り
、
世
間
に
官

兵
衛
の
実
力
を
再
認
識
さ
せ

た
の
で
あ
る
。
一
説
に
、
如
水

が
天
下
を
窺う
か
がっ

た
と
す
る
が
、

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
史
料

で
は
、
徳
川
家
康
の
了
解
を

得
た
一
連
の
軍
事
行
動
だ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
１
６
０
０

（
慶
長
５
）年
９
月
15
日
付
け

で
如
水
が
藤
堂
高
虎
に
当
て

た
文
書
に
は
、
小
倉
城
を
押

さ
え
た
ら
加
藤
清
正
と
と
も
に
関
門

海
峡
を
渡
り
、
広
島
を
攻
め
る
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
清
正
と
如
水
が
西
軍
か

ら
奪
取
し
た
所
領
が
２
人
に
拝
領
さ

れ
る
よ
う
家
康
へ
の
口
利
き
を
要
請
。

さ
ら
に
、
黒
田
長
政
に
は
関
東
で
の
領

地
拝
領
を
願
い
、
如
水
と
は
別
々
の
家

と
し
て
領
地
拝
領
を
望
む
旨
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
東
西
対
立
の
中
、

全
国
で
起
き
た
領
地
拡
張
戦
争
と
同

じ
で
あ
る
。官
兵
衛
の
最
後
の
輝
き
は
、

秀
吉
と
と
も
に
駈
け
た
戦
国
時
代
の

再
来
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

▲井上周防（九郎右衛門）の菩提寺龍昌寺の山門
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